
 
― 多様な市民の力を活かした地域づくりを考える ― 

 
◑開  催  日    2022 年１２月 18 日（日） 

◑開催場所    岩沼市民会館 中ホール 

◑プログラム 

◎現状報告  宮城県経済商工観光部国際政策課長 渡邊 浩幸 

◎基調講演  岩手大学国際教育センター 教授 松岡 洋子氏 

◎パネルディスカッション  

コーディネーター (公財)宮城県国際化協会 総括マネージャー 大泉 貴広氏 

パネリスト       (株)にしき食品 業務管理部システム課 課長 庄司 昌彦氏 

(株)利久 技能実習生  チャム ティ トウ ホン 氏（ベトナム出身） 

(公社)青年海外協力協会(JOCA 東北) マネージャー 星 英次 氏 

岩沼北中学校・亘理中学校 非常勤講師 菅野 ルカ 氏（台湾出身） 

 

 宮城県では「多文化共生社会」の実現を目指し、平成３１年３月に「第３期宮城県多文化共生社会推進計画」を策定し、「外国人県民等とともに

取り組む地域づくり」を推進しています。去る１２月、地方創生推進交付金を活用し多文化共生事業に取り組んでいる岩沼市でシンポジウムを開催

しました。 

   『多文化共生社会』とは、国籍、民族等の異なる人々が、互いに文化的背景等の違いを認め、人権を尊重し、地域社会の対等な構成員 

として、共に生きる社会です。 
 

宮城県の在留外国人の推移                 岩沼市の在留外国人の推移     在留資格別外国人の割合 

                                                                 （岩沼市） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

法務省在留外国人統計 各年 12月                        法務省在留外国人統計 各年 12月      法務省在留外国人統計 2020年 12月 

 

 

「外国人移住者と受入れ市民がつくる多文化社会」 

岩手大学国際教育センター 教授 松岡 洋子 氏 
 

皆さんこんにちは、松岡です。大きな課題をいただいたのですが、今             

日のお話は大きく４つです。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

多文化社会って何？ということと、多文化と共生って何だろう、どういう

やり方があるのか、じゃあ岩沼はどうするの、という話をしていきます。 

ちなみに、岩沼市在住外国人の１位はベトナム人で全体の約４４％で

す。２位はフィリピン人。在留資格では、技能実習生が１位となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

－日本の総人口はこの１年間でどのくらい減少したでしょう？ 

日本の総人口は、この１年間でどれくらい減少したでしょうか。答えは

８５万人。この数は、私が住んでいる岩手県の人口の４分の３に相当しま

す。日本の人口は、１５年前の政府の推定を遥かに上回る勢いで減少し

ています。もの凄い少子化、それに加えて高齢化が激しい。こういうわけ

で労働人口が不足していると言われています。こういう状況になってくる

と、やはり外国人が必要だろうという議論があちこちで起こっています。 
 

－人口減少・労働力減少の影響と課題解決の手段 

人口が減って労働力が減るとどうなるかというと、まず社会を動かせな

くなります。働く人がいない、税金を払う人がいない、消費をする人がい

ないので、社会保障制度が持たなくなると言われています。それから、コ 

＜講師プロフィール＞ 
 
専門は日本語教育、移民政策、多文化コミュ
ニケーション。文化審議会国語分科会日本語
教育小委員会委員、自治体国際化協会地域国
際化アドバイザー等で多文化社会の課題に
取り組む。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ンビニやファミレスの２４時間営業、すぐに届く宅配便などの便利な社会

システムの恩恵が受けらなくなります。そして、世界の中での日本の経

済的地位が下がっています。円安も加わり、２０２０年のＯＥＣＤ調査で

は、とうとう韓国に抜かれて２２位になってしまいました。こういった課題を

解決するため、政府は産業構造の転換、女性、高齢者の活躍、DX や

GX の活用などによる生産性の向上、そして外国人労働力の導入を進

めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

－経済状況を維持するために（目標 GＤＰ成長率１．２４％）は、どの程度の

外国人労働者が必要？ 

では、現在の経済状態を維持するために２０３０年にはどれくらいの外

国人労働者が必要でしょうか。ＪＩＣＡの調査研究資料によると、機械化

の進展によって異なり、設備投資がぐっと推進された場合でも現在の約

２倍の約４１９万人が必要になるそうです。やや推進された場合は約８４０

万人、今とほとんど変わらない場合は約１千１７９万人。そして、２０４０年

には、６７４万人から２千１８３万人が必要・・・びっくりです。どうしようって

思いますね。でも、これでも甘い、という人もいます。人口減少、少子高

齢化は待ったなしの状況です。 
 

－外国人を受け入れた日本で予想される変化 

外国人が日本に来てくだされば、人手不足の解消が若干進むと思わ

れます。また、色々な考え方が入ってくるので、新たな発想が導入され

ます。そして何より、若い、意欲のある労働力が入ってくるので、職場が

活気づくことが予想されます。 

一方で、外国人が入ってくると、ちょっと安くても大丈夫だろうと、特に

単純労働層の賃金が下がる可能性が出てきます。それから、コミュニケ

ーションが上手く取れないことで衝突、摩擦、差別が起きる場合がありま

す。そして、外国人が目立ってくると、実際には起こっていなくても、犯

罪が多くなるんじゃないか、職の奪い合いが起こるんじゃないか、といっ

た不安が出てくる、そういった空気になることが予想されます。 

外国人はすでに皆さんの隣にいらっしゃいます。見えない、とか言っ

ている場合じゃありません。今までは、もし居たら…という話でしたが、も

う違います。「居て当たり前」ということでやっていかなくてはいけない時

代になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－「多文化」「共生」って何だろう？ 

じゃあ、「多文化」「共生」って何だろう、という話です。総務省は「国

籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対

等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていく

こと」と定義しています。 

世界では、欧米を中心とした “Intercultural Cities” という連合が

あります。「異文化の相互作用と包摂を促進する政策、行動」、つまり、

色々な人たちが社会にいて当たり前という政策、行動は、起業家精

神、文化的多様性に関する多様なスキルと相違性から莫大な利益を

得ることができる、と言っています。外国人は脅威じゃなくて、財産、資

産として考えましょう、それが大事だと。そして、ヨーロッパは、人権、民

主主義、法の支配、この３つの原則は崩しません。移民が入ってくるこ

とで、社会の中に色々なニーズが出てきますが、それに社会が適応し

ていく。移民ではなく、社会の方が適応していくんです。それで、偏見

や差別と積極的に戦ってくださいね、としています。これが

“Intercultural Cities”の理念として揚げられています。 
 

－外国人が地域で暮らすのは難しい 

 こういう格好良いことが言われていますが、そんなに簡単なことでは

ありません。まず、社会的ルールが難しいです。ゴミの捨て方一つをと

っても、どれが何ゴミなのかよくわからないです。留学生に「このゴミな

ーんだ。」と聞いても、意見が分かれます。難しいです。 

それから、社会制度が外国人にまだ合っていません。例えば、教育

です。就学義務が外国籍の児童にはありません。入ってもいいけど、

入らなくてもいい。入れてあげるよ、と言っても、日本語が出来ない児

童に対応できる先生がほとんどいないです。 

そして、コミュニケーションが難しいです。言葉の問題もあります

が、それだけではなく、常識がずれています。日本語ができたら大丈

夫なんでしょ、ってよく言われますが、そんな簡単な話ではありませ

ん。母語で伝えられても意味が通じないことがよくあります。岩沼も東

日本大震災で津波の被害があったと思いますが、世界では「津波」を

知らない人の方が多いです。津波を、“tidal wave”とか“high wave”と

母語で説明されても、ピンとこないので意味がわからない。あなたの常

識は私の非常識だというように、お互いに常識がずれているので、ど

ちらが良いとか悪いとかの話ではありません。言葉だけで解決する問

題は実は少ないです。 

 



－受け入れる側はどうしたらいいのか 

じゃあ受け入れ側はどうすればいいのか。近所町内のルールをどうす

れば伝えられるのか。災害の時に外国人にどうやって避難を呼びかけ

ればよいのか。それから、お店に外国人のお客さんが来てどうしよう、そ

ういう時に、私たちは「誰か外国語ができる人がいないと駄目なんじゃな

いかな」と単純に思うのですが、そう単純ではありません。 
 

－多文化共生ってことばが通じるという状態じゃないの？ 

多文化共生ってことばが通じる状態じゃないの？ってよく言われます

が、そうではありません。外国人は英語ができる、と思い込んでいる人も 

多いですが、そんなこと

はないんです。実はこ

れは思い込みで、英語

が通じない人の方が多

いです。例えば、岩沼

では在住外国人の半

分がベトナムの方で

す。ベトナム人の技能

実習生で、英語がわか

る人はそんなに多くあり 

ません。拙い英語と拙い英語で喋るよりも、日本語のほうがいいかもし

れない。簡単な日本語ならわかる人も増えています。 

それから、ことばは万能だと思われていますが、心と、ことばと、しくみ

には壁があります。皆さんも思い当たるところがあると思います。良い悪

いの問題ではなく、「ちがう」とやっぱり、「ごめんなさい」ってなるんで

す。これはしょうがありません。しょうがないことを知ったうえで、じゃあどう

したらよいのかということを考えてほしいです。言葉が通じないと、面倒く 

さいから話さな

い。人間も動物

ですから知らな

いモノは怖いと

感じます。そし

て、しくみのこ

と。学校のことも

そうですが、急

に来られても、 

なかなか対応できないということがあります。プラス、知識と経験が違い

ます。移住してきた方というのは、人間関係から何から全部作り直しに

なります。それを半年、１年でやれといっても無理です。私たちはコミュ

ニケーションとると簡単に言いますが、言葉も違うし、ルールも違うの

で、「うん」も「うん」じゃない、ということがよく起こってきます。じゃあ、ど

うしたらよいのでしょう。 
 

－「ちがい」がなぜ問題になるのか 

外国人が入ってくると、みんな同じでしょと思われるんですが、「ちが

い」があります。例えば、震災の時に言われたのが、「なんで並ばない

の、１人１つ並んで受け取るのが常識でしょ」。でも、やったことがなかっ

たらできないです。国によっては、早い者勝ちじゃないともらえないかも

しれない、というところから来ている人もいるわけです。 

それから、話が通じないと面倒くさいとか、みんなと同じようにしろと

か、特に日本は同調圧力がすごく強いと思います。逆に、外国人らしさ

を求めるというのもあります。例えば、外国人って英語ができるんでしょ、

ハグするんでしょ。そんなことありません、色々です。でも、何となく思い

込んでいることをやらないと、「変な外国人」になってしまいます。 

想定外になると、びっくりしたり、怒ったり、諦めたり、ここが問題の根

本としてあります。 

－多文化社会にはいくつかのパターンがあるらしい 

どうも多文化社会っていくつかパターンがあるみたいです。 

同化主義（その社会の言語・習慣に合わせる） 

同化主義というのは、例えば、カエルやカバ、サルが、ウサギ

のコミュニティに移住して来た場合には、皆ウサギ語を使って、

ウサギのようにしなければならない、というものです。日本がこ

のタイプだと思います。 

多言語多文化主義  国、社会の中にさまざまな言語・文化があるこ 

とを認める 

  多言語多文化主義では、国や社会の中に、色々な言語や文化があ

ってもいいよ、と認めます。いいのですが、問題が起こってきます。言

語間、文化間で共通のものが無いと、一緒に何かをするということがで

きません。だから、英語を勉強して共通語にすればいい、と言われる

んですが、そんなに簡単に英語ができるようにはなりません。そもそも

なんで英語なの、と思います。常識や価値観も違うので、言葉だけで

はうまく伝わらないことがたくさんあります。 

複言語複文化主義  個人の中にある、さまざまな言語・文化資産の

使用を認める 

複言語複文化主義は、多言語ではなく混ざります。英語と日本語が

できます、ではなくごちゃごちゃです。分かりにくいですが、一人一人

の中に色々な言語があっていい、全部が完璧ではない、できることが

限られている、でもそれを使おう、それは文化資産なんだということで

す。例えば、ウサギは普段ウサギ語を使うけど、ネズミ語でネズミに道

案内ができる。なぜかというと、しょっちゅう道を聞かれるから。それか

ら、カエルの昔話が面白いと思って聞いているうちに、カエル語で何と

なく話が聞けるようになった。ある日、海に落っこちた時にイルカに助

けてもらって、「助けて」というイルカ語だけ覚えた。だからウサギは、イ

ルカ語が流暢、カエル語が流暢、ネズミ語が流暢というわけではない

けれども、それぞれの場面でできることがある、これが複言語複文化

主義です。カエルに、海で溺れて助けてと言っても、カエルは小さい

し海にもいないので、これはできてもしょうがないです。どこで何ができ

るのか、ということに注目するのがこの考え方です。 

   出来ることを出来るところからでＯＫなんです。英語を勉強すると、

完璧に文法もマスターしないとだめだよなって思ってしまいますが、そ

んなことはありません。ヨーロッパでは地続きということもあって、子ども

からお年寄りまで色々な言語を勉強します。例えば、ベルギーの電気

屋さん。ベルギーは多言語国家で色々な言語の人がいるので、ベル

ギーの電気屋さんは工事に行くと、まずはフランス語で話してみて、ち

ょっと違うという時はドイツ語、これも違うかじゃあ英語、という風に対応

します。電気のことはできる、でも本を読むことは出来ない、そんな風

に生活していくのが普通です。日本も段々、そんな風になっていくの

ではないかと思います。 

多文化共生とは、ことばだけじゃなくて、社会のいろいろなところ

で、何とか出来ることを駆使して一緒にやっていこうとすること、なんだ

ろうなと思います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

－いろいろなところとは？ 

いろいろなところってどこだろう、というと、ＥＵで利用されている移民

統合政策指標というものがあります。８領域（労働市場、家族結合、教 



育、健康、政治参加、永住許可、国籍取得、差別禁止）で一緒にやりま

しょう、と言っています。 

それらを数値化して、２年前に５６か国を評価した結果、１位スウェー

デン。さすが北欧、という感じです。ドイツが１４位、そして韓国が１８位な

んですが、なんと日本は３５位。どうしましょう。お隣の韓国と、実は外国

人労働力の獲得で競争している最中なのですが、まあ負けたなっていう

感じです。本当に３周遅れぐらいの状態になっています。 
 

－「多文化共生」をイメージする 

多文化共生社会をイメージするってどういうことでしょう。 

これはわかりますか。ドイツ語です。どちらが男性

でしょうか。正解は右側です。私はドイツに出張があ

ると、ドイツ語がわからないので、トイレの前で困って

次の人が来るまで佇んでしまいます。 
 

漢字だったら、筆談できるかもしれない。これはなん 

でしょう。汽車だと思いますよね、正解は車です。筆談 

もできないんですよ、実は。 
 

これはどうでしょう。目です。このビーというのはプ

ールの時のシャワーでしょうか。正解は有毒物が目

に入った時に目を洗うシャワー。アメリカのバイオテ

ロ対策のサインにあるのですが、わかりませんよね。 
 

ピクトグラムって最近よくあります 

よね。左は「手話通訳あります」。真 

ん中は「立入禁止」ですが、何で青 

なの、赤の方がいいですよね。右は 

「避難経路」。わかりませんよね。な 

んでこんな漢字なのでしょうか。 
 

 

ジェスチャーなら大丈夫でしょうか。これなーん

だ。岩手大の学生は電話って答えましたが、これは

中国で「数字の６」です。 
   

これはどうでしょうか。これをマレーシアで学 

生に向かってやったら、あっちに行ってしまい 

ました。日本ではこっちに来いですよね。身振 

り手振りにも文化の差があることがわかります。 

ちなみに、手話はユニバーサルなのかと思っていましたが、あれこ

そ、すごく文化が入っています。残念ながら、手話通訳にも手話通訳が

必要です。異文化、異言語のコミュニケーションは大変です。大変だけ

ど、どう違うのかな、もしかして違うんじゃないかな、と思っているだけでも

だいぶ変わってくるのではないかと思います。 
                  

これは「アメリカの竜

巻情報」です。日本語

に翻訳すると、「竜巻

が目撃、または気象

データに示されまし

た。生命や財産に危

機が迫っています。頑

丈な建物の最下階の 

室内に移動してください。窓から離れてください。移動式住居、車または

屋外にいる場合は、最も近いシェルターに移動してください」。となりま

すが、アメリカの事情が分からないと、シェルターって何？移動式住居っ

て何？という風にわかりませんよね。私たちも異文化に接すると、何だこ

れと思うわけで、日本にいる外国人も同じです。 

－異文化コミュニケーションの難しさ 

というわけで、言葉がわからないと、単純なことがわからない、推測が

できません。また、ルールや尺度が違うと意味が理解できません。この靴

のサイズは８ですと言われても、それは何㎝？となります。そして、サイン

は意外とユニバーサルではありません。例えば、郵便局のマーク「〒」が

通じるのは日本と中国だけです。ジェスチャーも文化的要素があるので

通じません。それから、常識が異なると、なんかちょっと変だと思います。

例えば、日本人は電話をしながらお辞儀をします。あれは、すごく変に

見えます。 

このように違いがあると、嫌悪や排除、差別、強制、過剰対応、遠慮な

どネガティブな反応も起こります。そんな時に、基礎知識として、私たち

はつい同じだと思って接してしまうけれど、この人たちは私たちとは違う

んだということを知っておくといいと思います。自分も向こうから違うと思

われているし、お互いさまだということを知っているだけで違います。そし

て、きっとこういうところで何か問題が起こるだろう、という想定と、じゃあ

どうしたらいいか、という解決方法を想像するだけでだいぶ変わってきま

す。あとは、対応力として、なんか変だなと思ったときは、いったん棚上

げすることが大事です。それから、寛容。なかなか我慢できないですが、

そこをぐっと堪える。そして傾聴。あとは仲介力。どうしても分かり合えな

い人同士の中に入って、仲立ちしてあげる。あとは、変だと思わないで、

何でだろうと好奇心を持つ。これだけでだいぶ変わってくると思います。

子どもたちには、是非、こういう力をこれから伸ばしていって欲しいです。

そして我々大人も、こういう力を磨いていく必要があると思います。 

－岩沼の多文化社会で共に生きること 

最後に、「岩沼で何ができるのか」という話です。まず、一緒に働く。じ

ゃあどうしたらいいのか。もし、言葉の問題があるのだったら、どういう風

に解決できるのか。それから、ともに楽しむ。楽しむのは大事です。それ

から、ともに役割を担う。そして、ともに助け合って課題に向き合う。お互

い違うということを前提にして、違うんだよ、ということにちょっと気を遣っ

ていただいて、じゃあ何ができるのかな、ということを考えていただくとい

いと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的に何があるのといったら、とりあえず声をかけてください。あい

さつをしてください。一言声をかけてくれるだけで、あ、近寄ったなという

気がします。それから、楽しめることを見つけてください。スポーツとか音

楽とか何でもいいので、皆さん一緒に。そして、知り合うこと。大学で留

学生と日本人生徒が鍋料理を一緒に作ってみると、すごく面白いものが

できます。美味しいかどうかは置いておいて、インターナショナル鍋にな

ります。そして、ともに助け合う。防災訓練やボランティアを一緒にやると

いうことはすごく良いことなので、取っ掛かりを色んな場面で作っていけ

たら良いと思います。そして、ともに課題に向き合う。町内のルールやマ

ナーは、先程のゴミの話もそうですが、なかなか難しいところがあるの

で、ちょっと一緒にやってみる。こうだよと教えるというよりも、ちょっと一

緒にやって、ここ違うんだ、へぇ、という気づきから、じゃあどうしたらいい

のかなという風にやっていくとか。皆さんお一人一人が、あまり肩肘張ら

ずに、自分が出来る範囲でやっていく、そこから始めるのがすごく大事

だと思います。 
 



「現在進行中！私たちがつくる多文化共生のまち 岩沼」 

大泉コーディネーター 

岩沼市では、色々な立場の外国人の方が

活躍しています。そういった方々を支えよう、と

いう動きもあります。今日は、現場の最前線に

いる４名の方から、岩沼の多文化化の現状や、

共生の動きについてお話を伺います。  
 

（株）にしき食品 庄司 昌彦 氏 
家族のためにフィリピンから岩沼にきて

頑張っている技能実習生を支えたい 

庄司氏 

にしき食品では、３７人の技能実習生と特定

技能の外国人が工場で働いています。全員フ

ィリピン人女性で、会社の寮に住んでいます。

私は、彼女たちの日本語教育や日々の生活

全般の管理の仕事をしています。 

大泉コーディネーター 

最初からこの仕事をされていたわけではな

いんですよね。 

庄司氏 

元々はシステム全般を管理する仕事をして

いました。私がにしき食品に入社した頃、技能

実習生の受入れが始まりました。家族を助ける

ためにフィリピンから来ている彼女たちは、すご

く明るくて、バイタリティーがあるように見えて、

一緒に仕事してみたいと思っていました。受入

人数が増えてきた時に、会社としてもサポート

体制を強化していく必要があると思い、上司に

ぜひそういう仕事をしてみたいと言ったことで、

今の仕事に携われるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
大泉コーディネーター 

技能実習生が困ったことがあったら、いつで

も相談に応じていると聞いています。 

庄司氏 

私が担当になってからはＦａｃｅｂｏｏｋというＳ

ＮＳのツールでやり取りをしています。彼女たち

は英語ができるので、私も英語で返信したり。

困ったことや悩んでいることがあったら、いつで

も連絡してくださいと話しています。 

大泉コーディネーター 

対応に困った案件もあったと伺っています。 

庄司氏 

休日だったんですが、実習生からビデオ通

話で連絡がきて、「寮に蛇が出たので助けてく

ださい」と言われました。寮の玄関の前に蛇が

いて、彼女たちはパニック状態でした。警察や

警備会社に何とかできないか相談もしました

が、そういった事案では出動できないと言われ

たので、私がバーベキュー用のトングで捕まえ

て、近くの川の対岸の方に投げて解決した、と

いう案件がありました。 

大泉コーディネーター 

にしき食品のカレーの美味しさの陰には、フ

ィリピンの技能実習生の働きとそれを支える庄 

司さんの勇気と優しさがあるということですね。 

 
(株)利久 チャム ティ トウ ホン 氏   
日本人の友だちと過ごす時間が大好き 

ホン氏 

 ２０１８年に来日してから、４年間利久で働い

ています。毎日、８時から５時まで特製のソー

セージ等を作っています。原材料の仕分け整

形や厳しい製品の検査などの仕事をしていま

す。忙しい時は残業もあります。 

大泉コーディネーター 

利久に技能実習生は何人くらいいますか。 

ホン氏 

４０人くらいいます。これは、会社でベトナム

のテト（旧正月）をお祝いした時の写真です。 

 

 

 

 

 

 
 
大泉コーディネーター 

 仕事以外にも楽しいこともしているんですね。

お休みの日にはどんなことをしていますか。 

ホン氏 

日本人の友だちと過ごす時間が大好きなの

で、休みの日は出来るだけたくさんの日本人

の友だちと交流するようにしています。 
大泉コーディネーター 

利久では求人を出してもなかなか人が集ま

らなかったので、技能実習生を受け入れるよう

になったそうです。技能実習生の皆さんは真

面目でしっかり仕事をして、大変戦力になって

いるということでした。その中でもホンさんはと

びきり優秀で、技能実習生や社員の方にも頼

りにされている存在ということです。 

企業で外国人が活躍していることは、あまり

知られていないのかもしれませんが、私たちの

生活を、実は技能実習生をはじめとした外国

人労働者が支えているという実態があります。

その良い例が、ここ岩沼市にあるということだと

思います。 
 

星氏 

ＪＯＣＡ東北は、ＪＩＣＡ（青年海外協力隊）経

験者が国内で社会に貢献するために作られた

組織です。岩沼市では東日本大震災の１週間

後からボランティアに従事させてもらいました。

その縁もあって、現在は岩沼市の地方創生事

業を受託し、その一つとして多文化共生の地

域づくりに取り組んでいます。 

大泉コーディネーター 

今年度、ＭＩＡが宮城県から受託し、ＪＯＣＡ

東北と共催で実施している日本語交流サポー

ター研修には、本当にたくさんの方に集まって

いただいて、率直に驚いたのですが、星さんと

してはいかがですか。 

星氏 

私たちも日本語講座をやらせてもらっていま

すが、やはり持続的、継続的に、市民が中心と 

JOCA東北 星 英次 氏 

みんなが「ごちゃまぜ」になって日常的

につながり合える地域の拠点を目指す 

 
なって進めていく組織づくりが大事だと思って

いました。日本語交流サポーター研修は、多

い時には４０人の参加者がいます。高齢の方、

高校生、岩沼にも良い方がたくさんいらっしゃ

るんだなと思いました。今後、そういう方々を繋

いで、基礎的な組織づくりができればいいなと

思っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日本語指導講師 菅野 ルカ 氏   
外国人のこどもも、学校も、保護者も安

心できる学校生活を支えたい 

菅野氏 

私は台湾出身です。１６年前に結婚を機に

日本に移住して、現在は中学校で外国人の生

徒が、順調に日本の中学校の生活ができるよ

うに、言葉、生活、文化、色々なことをサポート

しています。 

大泉コーディネーター 

外国人の生徒の中には、自分の意志ではな

く、保護者の都合で日本に来た人がたくさんい

ます。そして、突然の環境の変化に戸惑ってし

まっている子が多いです。学校側も外国人の

生徒を受け入れた経験があるところは少ない

ので、どちら側も課題を抱えてしまっているとい

うことがあります。そうした時に、菅野さんのよう

に外国出身で、在日期間の長い方が非常勤

講師として配置されている場合があるということ

ですね。 

菅野氏 

家庭の都合で母国から離れて、日本に来

て、中学校に入ることはやはりすごくつらいで

す。意識の壁もあるし、言葉の壁もあります。私

は日本語指導という立場ですが、仕事の多く

は子どもたちの心のケア。あるいは学校と保護

者の架け橋の役割。日本語を教えるよりも、こ

のへんがすごく重要で力を入れています。 

大泉コーディネーター 

日本語や教科を教える以外に、心理的に寄

り添う姿勢で接して子どもたちの心のケアをす

る、それから保護者との繋ぎ役もする、それも

すごく重要な役割なんですね。 
 

日本語を学ぶことの大切さ 

大泉コーディネーター 

菅野さんも、日本に来てすぐは全然日本語

が出来なかったんですよね？ 

菅野氏 

はい。ボランティアの先生がほぼ無料でやっ

ていた「いわぬまアイビー」という日本語講座に

週一回通いました。託児の先生もいらっしゃっ

て、子どもの面倒を見てもらっている間に、お

母さんたちは日本語の勉強を頑張ることができ

たのでとても助かりました。すごく良かったの

は、子どもたちも日本の方と触れ合うことが増

えたことです。本当に助かりました。この経験が 
 



今の日本語指導の仕事に繋がっていると思

います。私が順調に日本で生活できるように

なったのは、ボランティアの先生の指導のお

かげです。その恩返しのような感じです。 

大泉コーディネーター 

残念ながら昨年、「いわぬまアイビー」は

閉鎖してしまいましたが、受講生だった菅野

さんがそこで受けた思いを活かして、多文化

共生を支える側として関わっていくことで、 

２０年間の活動の意義の大きさを改めて感じ

ます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

続いて、これはにしき食品の実習生の方

が日本語を勉強しているところですか。 

庄司氏 

そうです。病院に行く時の用語について、

JＯＣＡ東北に日本語講座を実施していただ

きました。 

大泉コーディネーター 

庄司さんは、地域の活動に技能実習生が

参加することに、積極的な気持ちをお持ちと

だと聞きましたが、それはなぜですか。 

庄司氏 

弊社では外国人の受入れをどんどん増

やしていく計画があります。そういう中で、ト

ラブルなく地域の皆さんと一緒に生活してい

けるよう、日本語講座や町内会の掃除とか、

そういったところで関わりを持たせていきた

いです。 

大泉コーディネーター 

地域と関わりを持つことの大切さを意識さ

れたいということですね。じゃあ、日本語の

勉強についてホンさんにもお聞きします。ホ

ンさんは本当に日本語が上手ですが、どの

ように日本語を勉強していますか。 

ホン氏 

日本人としゃべれるようになりたいから、オ

ンラインや本で一生懸命勉強してきました。

会社でも、わからない日本語があればすぐ

に「これはどういう意味ですか」とか「この言

葉は何と読みますか」と聞いて、会社の人も

優しく教えてくださいます。 

大泉コーディネーター 

 先日は JOCA 東北の防災研修にも参加さ

れていましたね。地域の人と外国人が一緒

に学ぶ場所が継続的に岩沼にあるといいで

すね。 

ホン氏 

そうですね。外国人として、助かると思っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
多様な文化背景を持った人たちが、岩沼で

共に暮らしていくために必要なこと 

大泉コーディネーター 

これから岩沼には外国人がもっと増えていくと

思います。そうした多様な文化背景を持った人

たちが、ここ岩沼で共に暮らしていく、共生して

いくためには、何が必要だと思いますか。 

庄司氏 

 基調講演の松岡先生の話にもありましたが、

日本人、外国人とひとくくりにして考えるのでは

なく、違う価値観の人が周りにいるのが当たり前

なんだという意識の下に、個々を受け入れて、

わかり合っていく姿勢を持つといいのかな、とい

う風に思っています。 

ホン氏 

自分は外国人だから日本と文化が違います

が、お互いにお互いの文化を尊重し合うとか、

優しい愛を示し合うことが大切だと思っていま

す。 

星氏 

私はやっぱり、市民、地域の方ももっと外国人

を知ることが大事だと思います。 

菅野氏 

 私も外国人なので、やはり日本の習慣やルー

ルを理解して守ることがすごく重要だと思いま

す。そして、地域の活動に参加すること。参加し

ないと何も分からないままなので、参加して人と

人とのネットワークを広げることが重要だと感じま

す。 

大泉コーディネーター 

今日、４人の現場の最前線にいる皆さんのお

話をお聞きして、まさに、この岩沼で多文化共生

が現在進行形で進んでいることが御理解いただ

けたのではないかと思います。 今後も岩沼の

多文化共生は色々な場面で進んでいきますの

で、是非、関心をもって見守っていただきたいと

思います。また、周囲の方々に今日のシンポジ

ウムで聞いたこと、知ったことをお伝えいただい

て、多文化共生の理解者の輪を広げていただき

たいと思います。 

 それから、もう１つ。松岡先生のお話の中に、

皆さんは何をしますか、という問いかけがありま

した。皆さん御自身も、私は何ができるかな、何

をするかなとお考えいただければ、大変嬉しく

思います。 
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宮城県石巻市生まれ。１０年程システム業界で務めた後、２０１７年より株式会社にしき食品に

勤務。社内システム担当として従事する。２０２１年に社内の技能実習生の生活指導担当とな
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星 英次 氏  (公社)青年海外協力協会 （JOCA東北） マネージャー 

２０１６年より(公社)青年海外協力協会に勤務。前職では、青年海外協力隊への参加、ＪＩＣＡ
短期専門家として技術協力プログラムに携わった経験を持つ。現在は、「岩沼市全世代活躍
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